
 

 

令和 7年 12月 4日 

 

大学院学生各位 

To All Graduate Students 

 

令和 7 年度 

基盤医学特論 開講通知 

Information on Special Lecture Tokuron AY2025 

 

 

題目：神経傷害のメカニズム探索と評価系作成 

Title: Mechanistic exploration and development of evaluation systems for central 

nervous system injury 

 

講師：村松里衣子 先生  

国立精神・神経医療研究センター神経研究所 神経薬理研究部・部長  

    
Teaching Staff: Rieko Muramatsu, PhD 
            Director, Department of Molecular Pharmacology,  

National Institute of Neuroscience, National Center of Neurology and 
Psychiatry 

  

日時：令和 8 年 1月 15日（木）16:00－17:30 
Time and Date: Thursday, January 15, 2026. 

 
場所： 環境医学研究所 南館大会議室 
Room： Research Institute of Environmental Medicine, Room S204 
 

使用言語： 日本語 
 Language:  Japanese 

 

神経変性疾患や外傷後の神経障害は、神経回路の構造的・機能的破綻を引き起こし運動・感覚障害な

ど様々な神経機能低下をもたらす。これらの病態では、神経細胞だけではなく周囲に備わるグリア細胞

や血管系細胞の量や質が変化し、神経機能を調節することが知られる。私たちはこれまでに、多発性硬

化症、筋萎縮性側索硬化症、脊髄損傷等を対象として、神経の周囲環境の変化がいかに神経機能を制御

するか、その分子メカニズムの解明を目指してきた。さらに最近は、バイオエンジニアリング技術を応

用した in vitro モデルを作成し、その活用を通じて、神経回路の機能的な回復に必要なミエリン修復の

メカニズムも探索している。本講義では、私たちの最近の取り組みに関して紹介する。 

 

 
* 関係講座・部門等の連絡担当者: 環境医学研究所 病態神経科学分野 山中宏二（3867） 
 Contact: Neuroscience and Pathobiology, Research Institute of Environmental Medicine.(Phone; Ext.3867)  

 [注意] Notice 事前の申込みは不要です。No registration required. 

医学部学務課大学院係 

Student Affairs Division, School of Medicine 


